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令和 7年度林業イノベーションハブ構築事業 

林業の未来を考える次世代経営者ワークショップ（募集要項） 

 

1. 趣旨 

林野庁では、林業の安全性の確保、労働生産性及び林業経営の収益性の向上といった課題

の解決を目指して、森林・林業分野に関する様々な主体が情報共有・交流を活性化し、連携・

協業を深めていくための「場」として、「森ハブ・プラットフォーム」を設置しました。令

和 5 年度から、「森ハブ・プラットフォーム」の会員を募集し、継続的に運営しております。 

このたび、林業事業体の取り組み事例を他社と共有しながら課題解決に向けて意見交換

するとともに、課題を起点に新たなサービスの芽を創出するためのイベントを企画しまし

た。一時的なイベントにとどまらず、開催後のフォローアップ（３．内容・プログラム概要

参照）を通じ、参加者の課題解決を支援する内容となっていますので、ぜひご参加ください。 

 

2. 募集内容 

以下のとおり、参加者を募集します。なお、時間・場所等の詳細は参加者に別途お知らせ

いたします。 

 

項目 募集内容 

日時 
令和 7（2025）年 10 月 7 日（火） 

9:30～16:00（昼休憩 12:00～13:00） 

会場 宮城県仙台駅周辺 

申込締切 令和 7（2025）年 9 月 12 日（金）17 時 

申込方法 https://forms.office.com/r/sJ99BZP7d5 

定員 20 名程度（先着順） 

参加費用 無料（集合場所までの交通費、宿泊費、飲食費は参加者が各自負担） 

テーマ 

 

【共通（必須）】 

① 現場作業（伐倒作業、夏場の造林作業など）の安全性を高めるための取組

（新たな技術の活用、既存技術の活用方法の工夫など） 

【選択】 

② 獣害対策の省力化、低コスト化のための取組（獣害対策ネットや単木保護

等の従来の手法に替わる取組など） 

③ 自社に新技術を導入するための人材確保・育成 / 外部サービス利用の取組

（新技術の例：新たな林業機械や、新たな作業システムの導入、レーザ測

量を活用した山林調査、ドローンによる苗木運搬等） 

募集対象 
・林業事業体の経営に携わっている、又は、今後携わることが見込まれる方。 

・上記のテーマに関する自社の課題を解決したい方。 

森林・林業・環境機械展示実演会  

10 月５日(日)､６日(月)  

於：宮城県石巻市 と連動 

 
QR コードで

の お 申 込 み

はこちら 

https://forms.office.com/r/sJ99BZP7d5
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項目 募集内容 

・開催前後の自主活動にご協力いただける方。（「3.内容・プログラム概要」を

参照） 

 

3. 内容・プログラム概要 

 

項目 日程 概要 

紹介資料 

作成 

令和 7（2025）年 

8～9 月 

・共通（必須）及び申込時に選択した関心の高いテーマ

の 2 テーマについて、自社での取り組み状況等を紹介す

る資料を作成していただき、イベント当日に、ご説明い

ただきます。 

・参考様式を別途お示しします。 

・分量は、パワーポイントのスライド 2～3 枚程度又は

A4 用紙 1 枚程度を目安とし、以下の内容を盛り込んで

いただくことを想定しています。 

・ 自社及び自己紹介 

・ テーマに関する自社の取り組み状況（工夫点、課題、

写真など） 

※10 月 1 日までに事務局に資料を提出してください。

配布資料として事務局が印刷します。 

イベント 

当日 
10 月 7 日（火） 

・グループワーク等のワークショップにより、事前に作

成した紹介資料を用いて、ご説明いただきます。 

・他の参加者からの説明や、意見交換を通じ、自社の課

題解決のきっかけを得ます。 

フォロー 

アップ 

10 月 ～ 令 和 ８

(2026)年 1 月 

・ワークショップを通じて得られた情報等を参考に、自

社の課題解決に向けて取り組んでいただきます。 

・事務局が適宜、取組状況を把握させていただくととも

に、WEB 打合せ等による助言や、必要に応じて、知見、

技術、製品・サービス等を提供する森ハブ・プラットフ

ォーム会員の紹介等を行います。 

・イベント当日に明らかになった課題等について、解決

に向けた新たな技術、製品・サービスの創出を促すため、

事務局から森ハブ会員（約 500 者）へ情報提供します。 

 

 

以上 

 

【主 催】林野庁森林整備部研究指導課 

【お問合せ先】森ハブ事務局（一般社団法人日本森林技術協会） 

 contact@morihub-info.com 

 

mailto:contact@morihub-info.com


【参考様式】取り組み紹介資料 

R7.10.07 

 

令和 7 年度林業イノベーションハブ構築事業 林業の未来を考える次世代経営者ワークショップ 

取り組み紹介資料 

 

1．自社および自己紹介 ※所有（管理）森林面積、年間素材生産量、アピールポイントなど 

事業体名： 

 

参加者名： 

 

 

 

 

 

2. テーマに関する自社の取り組み状況 ※工夫点や課題、写真など 

 【共通（必須）：①現場作業の安全性を高めるための取組】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 【選択：②獣害対策の省力化、低コスト化のための取組 or ③自社に新技術を導入するための

人材確保・育成/外部サービス利用の取組】 ※選択したテーマについて記載してください 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※パワーポイントの場合、スライド２～３枚程度（１を 1枚、２を１～２枚など）で作成して下さい。 

 


